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本
会
は
10
月
18
日
、

熊
本
市
の
熊
本
ホ
テ
ル

キ
ャ
ッ
ス
ル
で
正
副
会

長
会
議
を
開
催
。
第

２
２
５
回
理
事
会
・
第

１
１
１
回
評
議
員
会
合

同
会
議
の
会
長
提
出
議

案
や
令
和
２
年
度
本
会

各
会
計
決
算
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

会
議
で
は
冒
頭
、
清
水

富
雄
会
長
（
横
浜
市
）、原

口
亮
志
副
会
長
（
熊
本

市
）、大
西
一
史
熊
本
市
長

か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
正
副
会
長
は
翌

19
日
か
ら
20
日
に
か

け
、
令
和
２
年
７
月
豪

雨
、
平
成
28
年
熊
本
地

震
の
被
災
地
で
あ
る
人

吉
市・八
代
市・熊
本
市

を
視
察
す
る
旨
、
報
告

し
た
。（
記
事
２
～
３

面
、
参
加
者
は
左
掲
）。

総務大臣から贈呈総務大臣から贈呈
地
方
自
治
に
功
労
の

あ
っ
た
全
国
の
地
方
議
会

議
員
に
総
務
大
臣
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

例
年
都
内
で
開
か
れ
て
い

る
贈
呈
式
は
取
り
止
め
と

な
っ
た
。

感
謝
状
は
、
通
算
35
年

以
上
に
わ
た
り
在
職
し
、

地
方
自
治
の
発
展
に
顕
著

な
功
労
が
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る

都
道
府
県・市
区・

町
村
議
会
議
員
に

贈
呈
さ
れ
る
。

▽
小
泉　
征
男	

（
北　
斗
）

▽
中
田　
博
文	

（
黒　
石
）

▽
髙
橋　
作
藏	

（
つ
が
る
）

▽
渡
部　
寬
一	

（
南
相
馬
）

▽
砂
田　
喜
昭	

（
小
矢
部
）

▽
山
本　
泰
夫	

（
羽　
咋
）

▽
片
粕　
正
二
郎	（
越　
前
）

▽
※
篠
原　
熙	

（
小
金
井
）

▽
柴
田　
安
彦	

（
蒲　
郡
）

▽
立
入　
三
千
男	（
野　
洲
）

▽
藤
本　
幸
作	

（
三　
木
）

▽
大
眉　
　
均	

（
三　
木
）

▽
今
竹　
大
祐	

（
高　
砂
）

今
年
度
、
金
子
恭
之
総

務
相
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
議
員
は
46
人
。
こ
の

う
ち
、
市
議
会
議
員
は
25

▽
長
廻　
利
行	

（
出　
雲
）

▽
清
水　
　
勝	

（
大　
田
）

▽
西
村　
芳
和	
（
山　
口
）

▽
中
本　
和
行	
（　
光　
）

▽
田
坂　
信
一	
（
松　
山
）

▽
尾
原　
進
一	

（
安　
芸
）

▽
千
光
士
伊
㔟
男	（
安　
芸
）

▽
※
樋
口
安
癸
次	

（
八　
女
）

▽
中
島　
正
之	

（
小　
城
）

▽
河
野　
數
則  	（
別
府
）（故
人
）

▽
脇
田　
高
徳	

（
鹿
児
島
）

▽
又
吉　
謙
一	

（
浦　
添
）

市
議
25
人
に
感
謝
状

地
方
自
治
功
労
を
称
え

人
（
左
上
掲
）
だ
っ
た
。

ま
た
、市
町
村
長・地
方

議
会
議
長
へ
の
表
彰
状
・

記
念
品
も
同
総
務
相
名
で

各
受
彰
者
へ
郵
送
で
贈
ら

れ
た
。

表
彰
の
対
象
は
、
市
区

町
村
長
と
し
て
通
算
20
年

以
上
、
都
道
府
県
お
よ
び

市
区
町
村
議
会
議
長
と

し
て
同
12
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
の
発
展

に
功
労
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
た
方
。
今
年
度

の
受
彰
者
は
24
人
で
、

本
会
の
受
彰
者
は
い
な

か
っ
た
。
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□ 

感
謝
状
贈
呈
者
　【
名
簿
順
、
敬
称
略 

※
は
元
職
】

開催市あいさつをする原口副会長（熊本市）
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本 会
正副会長 熊 本 市熊 本 市提出議案を協議提出議案を協議

【
被
災
地
視
察
参
加
者
】

▽
清
水
富
雄
会
長
（
横
浜

市
）
▽
篠
原
藤
雄
副
会
長

（
岩
見
沢
市
）
▽
廣
瀬
集

一
副
会
長
（
甲
府
市
）
▽

鈴
木
和
彦
副
会
長
（
静
岡

市
）
▽
小
川
眞
和
副
会
長

（
福
山
市
）
▽
原
口
亮
志

副
会
長
（
熊
本
市
）

19
日
参
加
▽
川
越
桂
路
九

州
部
会
長
（
鹿
児
島
市
）
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昨
年
7
月
、
九
州
北
部
か

ら
南
部
に
か
け
て
発
生
し
た

線
状
降
水
帯
が
停
滞
し
、
人

吉
市
で
は
、
3
日
明
け
方
か

ら
雨
が
降
り
始
め
、
深
夜
に

急
激
に
降
雨
量
が
増
加
。
4

日
午
前
4
時
50
分
、
市
内
全

域
に
大
雨
特
別
警
報
が
発
令

さ
れ
、
5
時
15
分
、
全
市
民

に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
。

3
日
23
時
か
ら
4
日
10
時
ま

で
の
11
時
間
の
降
雨
量
は
、

発災直後の人吉市内の様子（国土交通省九州地方整備局提供）

平
成
28
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
地
域
に
未
曽
有
の
大
被
害
を
与
え
、
昨
年
の

令
和
２
年
７
月
豪
雨
は
、
熊
本
県
球
磨
川
水
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
本
会
正

副
会
長
は
、
10
月
19
日
に
同
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
人
吉
市
、
八
代
市
を
、
20
日
に
同
地

震
で
被
災
し
た
熊
本
市
を
視
察
し
た
。
本
紙
で
は
今
号
と
次
号
の
2
回
に
わ
た
り
、
そ
の

概
要
を
お
伝
え
す
る
。

市
域
の
3
分
の
1
が
水
没
　
人
吉
市 熊

本
県
被
災
地
視
察 

㊤

本
会
正
副
会
長

頻
発・激
甚
化
す
る
地
震・集
中
豪
雨

線
状
降
水
帯
に
よ
る
被
災

被
災
者
に
寄
り
添
う
対
応
を
　
議
会
対
応

執
行
当
局
へ
の
質
問
は
禁
止

19
日
に
訪
れ
た
人
吉
市
で

は
、
西
信
八
郎
同
市
議
会
議

長
か
ら
令
和
2
年
7
月
豪
雨

災
害
に
よ
る
被
災
状
況
と
市

議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
聞
い
た
。

説
明
に
先
立
ち
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
清
水
会
長
は
、

「
皆
様
方
と
の
意
見
交
換
を

通
じ
て
、
被
災
地
の
復
旧
状

況
や
課
題
等
を
把
握
し
、
今

後
の
本
会
の
要
望
運
動
に
反

映
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

人
吉
市
議
会
で
は
、
熊
本

地
震
の
体
験
を
踏
ま
え
、
平

成
28
年
12
月
、
災
害
時
の
基

本
方
針
と
な
る
「
議
会
災
害

対
応
方
針
」
の
ほ
か
、「
議
会

災
害
対
応
連
絡
会
議
設
置
要

綱
」
を
策
定
。
大
規
模
災
害

時
に
即
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
た
。

災
害
後
は
、
要
綱
に
基
づ

い
て
災
害
対
応
連
絡
会
議
を

設
置
し
、
人
吉
市
災
害
対
策

本
部
会
議
で
報
告
さ
れ
た
内

容
を
報
告
、被
災
の
状
況
、今

後
の
議
員
の
行
動
を
確
認
し

た
。具
体
的
に
は
、職
員
の
負

担
を
軽
減
し
、
職
員
が
被
災

者
に
寄
り
添
っ
て
も
ら
う
と

の
観
点
か
ら
、
各
議
員
が
直

接
、
執
行
当
局
に
質
問
や
要

望
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
議

員
か
ら
の
要
望
等
は
、
議
長
、

事
務
局
が
受
け
て
対
応
す
る

と
し
た
。
ま
た
各
会
派
で
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
市
へ

の
要
望
を
行
っ
た
。

議
員
の
行
動
と
し
て
は
、

7
月
17
～
21
日
に
全
議
員
で

市
に
集
ま
っ
た
支
援
物
資
の

配
達
支
援
を
し
た
り
、
市
民

の
困
り
ご
と
を
聴
取
し
、
執

行
部
に
伝
え
た
り
し
た
。

最
後
に
西
議
長
は
、「
今

回
の
災
害
は
、
人
吉
に
と
っ

て
こ
れ
ま
で
類
を
見
な
い
甚

大
な
災
害
だ
っ
た
が
、
議
員

一
人
一
人
の
思
い
が
、
議
会

と
し
て
取
り
組
ん
だ
様
々
な

行
動
を
通
し
て
、
市
民
に
伝

わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
」
と
結
ん
だ
。

西信八郎議長
（人吉市）

例
年
7
月
１
か
月
分
に
匹
敵

す
る
４
０
０
㍉
を
超
え
、
市

内
を
流
れ
る
球
磨
川
の
2
カ

所
で
堤
防
が
決
壊
、
3
カ
所

が
越
水
し
、
ま
ち
が
濁
流
に

清水本会会長
（横浜市）

青井阿蘇神社

人吉市役所

仮設商店街
モゾカタウン

◎ ●
⛩

球磨川

堤防決壊
越水等
浸水範囲

川辺川

0 0.5 1 1.5 2 km
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５
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浅

深

推定浸水深
（m）

令和 2 年 7 月 3 日からの大雨による浸水推定図
（国土交通省　国土地理院資料を本紙にて編集） 

飲
み
込
ま
れ
た
。

球
磨
川
の
水
位
は
観
測
史

上
最
高
と
な
る
７・
25
㍍
に
ま

で
達
し
、市
の
中
心
部
な
ど
が

広
範
囲
に
わ
た
り
浸
水
。市

全
体
の
約
３
分
の
１
の
家
屋

が
浸
水
被
害
を
受
け
、全
壊

９
０
２
棟
、半
壊
１
４
５
０
棟
、

一
部
損
壊
３
０
４
棟
を
数
え
、

21
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
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廃
棄
物
仮
置
場
は
大
混
乱仮

置
場
整
備
・
単
品
持
込
・
役
割
分
担
／
連
携

廃
棄
物
混
載
が
最
大
の
要
因

画
期
的
な 

「
人
吉
モ
デ
ル
」

人
吉
市
を
襲
っ
た
災
害
は

約
３
０
０
０
棟
も
の
住
家
に

被
害
を
及
ぼ
し
、
家
屋
の
浸

水
に
伴
う
膨
大
な
量
の
廃
棄

物
が
発
生
し
た
。

当
初
、
人
吉
市
が
選
定
し

た
廃
棄
物
仮
置
場
は
、
災
害

に
よ
り
発
生
し
た
破
棄
物
の

許
容
を
は
る
か
に
超
え
て
お

り
、
市
で
は
急
遽
、
市
の
中

心
部
か
ら
国
道
沿
い
に
車
で

15
分
ほ
ど
に
位
置
す
る
「
人

吉
中
核
工
業
用
地
」
に
災
害

廃
棄
物
仮
置
場
を
設
置
し

た
。

仮
置
場
の
設
置
を
聞
き
つ

け
、
大
量
の
災
害
廃
棄
物
を

積
ん
だ
車
両
が
早
朝
か
ら
押

し
寄
せ
、
周
辺
の
道
路
は
大

渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、
災
害

復
旧
の
初
動
に
大
き
な
支
障

が
生
じ
た
。

市
民
が
持
ち
込
む
廃
棄
物

は
、
家
具
、
家
電
製
品
、
畳

な
ど
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み

が
混
載
状
態
で
持
ち
込
ま
れ

て
い
た
た
め
、
仮
置
場
で
の

分
別
に
よ
る
荷
下
ろ
し
に
時

間
を
要
し
、
荷
下
ろ
し
ま
で

に
8
時
間
を
要
し
た
ケ
ー
ス

今
回
の
災
害
に
よ
る
廃

棄
物
処
理
の
実
施
に
あ
た

り
、
①
仮
置
場
の
整
備
②
分

別
と
単
品
持
ち
込
み
の
徹
底

③
自
衛
隊
や
業
者
と
の
役
割

分
担
や
連
携
―
の
三
つ
の
対

策
を
同
時
に
行
っ
た
こ
と
が

画
期
的
だ
と
国
か
ら

も
評
価
さ
れ
た
。
環

境
省
が
「
人
吉
モ
デ

ル
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
こ
の
災
害
廃

棄
物
処
理
に
つ
い
て
、

視
察
団
は
、
同
市
が

廃
棄
物
仮
置
場
の
運

営
を
委
託
し
て
い
る

「
有
価
物
回
収
協
業

組
合
・
石
坂
グ
ル
ー

プ
」
の
石
坂
本
部
長

か
ら
説
明
を
聞
い
た
。

廃
棄
物
仮
置
場
の

開
設
当
初
、
現
場
は
大
雨
の

影
響
で
地
面
が
ぬ
か
る
み
、

荷
下
ろ
し
場
も
狭
く
、
廃
棄

物
の
混
載
に
よ
る
渋
滞
問
題

な
ど
、
様
々
な
混
乱
や
課
題

に
直
面
し
た
。

発
災
か
ら
2
日
後
、
人
吉

市
災
害
対
策
本
部
に
県
や
市

の
職
員
に
加
え
て
、
災
害
廃

棄
物
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て「
産
業
資
源
循
環
協
会
」

が
加
わ
り
、
現
場
の
連
携

と
工
夫
に
よ
り
廃
棄
物
の

受
入
れ
態
勢
を
整
え
た
。

発
災
3
日
後
に
は
、
仮

置
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
処

理
し
や
す
い
設
計
に
つ
く

り
変
え
、
一
度
に
荷
下
ろ

し
で
き
る
車
両
を
増
や
す

た
め
に
「
荷
下
ろ
し
ヤ
ー

ド
」
を
拡
張
。
自
衛
隊
の

協
力
を
得
て
、
ぬ
か
る

ん
だ
地
面
を
踏
み
な
ら

し
、
約
１
３
０
０
枚
の
鉄

板
を
敷
き
詰
め
た
。
併
せ

て
、
渋
滞
緩
和
の
た
め
の
車

両
待
機
場
所
と
し
て
「
車
両

ヤ
ー
ド
」
を
整
備
し
、
単
品

積
載
車
と
混
載
積
載
車
を
分

け
、
単
品
積
載
車
を
優
先
的

に
「
荷
下
ろ
し
ヤ
ー
ド
」
に

誘
導
す
る
「
フ
ァ
ス
ト
レ
ー

ン
方
式
」
を
導
入
し
た
。

発
災
4
日
後
に
は
、
渋
滞

の
最
大
の
要
因
で
あ
る
廃
棄

物
混
載
に
比
べ
、
単
品
持
込

家
電
品

木
く
ず

Aエリア Bエリア
ソ
フ
ァ
ー

金
属
付

不
燃
物

家
電
品

ガ
ラ
ス

陶
磁
器

ソ
フ
ァ
ー

金
属
付

不
燃
物

可
燃
物

可
燃
物

荷下ろし1回
優先誘導

��

��

単品車両は優先搬入（荷下ろし時間が短時間）

複数混載車両（荷下ろしに時間が必要）

畳

畳数種類=荷下ろし回数

車
両
ヤ
ー
ド

荷下ろしヤード
ガラス

石坂本部長（有価物回収
協業組合 石坂グループ）

廃棄物仮置場で説明を受ける正副会長

み
が
ス
ム
ー
ズ
な
荷
下
ろ
し

に
つ
な
が
る
こ
と
を
呼
び
か

け
た
ほ
か
、
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

そ
の
結
果
、
市
民
の
理
解

が
深
ま
り
、
単
品
持
込
車
両

の
増
加
に
よ
り
、
仮
置
場
の

回
転
数
と
処
理
速
度
が
上
が

り
、
仮
置
場
へ
の
搬
入
台
数

が
当
初
の
3
倍
、
4
倍
へ
と

回
転
率
が
上
が
っ
て
い
っ
た
。

最
後
に
石
坂
本
部

長
は
「
災
害
は
起

き
て
か
ら
で
は
な

く
、
起
き
る
前
に
取

り
組
む
こ
と
が
大

事
。
機
能
す
る
体
制

作
り
に
尽
力
し
、
こ

れ
か
ら
は
体
験
し
た

こ
と
を
行
政
に
関
係

す
る
人
々
に
し
っ
か

り
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
」
と
語
っ
た
。

や
結
局
は
荷
下
ろ
し
で
き
な

い
ケ
ー
ス
も
生
じ
る
な
ど
、

廃
棄
物
の
混
載
が
渋
滞
を
引

き
起
こ
す
根
本
的
な
要
因
と

な
っ
て
い
た
。

人吉中核工業用地に設置された仮置場
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高
速
道
路
建
設

高
速
道
路
建
設  

整
備
促
進

整
備
促
進

４
車
線
化

４
車
線
化  

防
災
求
め
る

防
災
求
め
る

あいさつする髙橋高速
協会長（御殿場市）

監査報告する金田監事
（京丹後市）

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
髙
橋
靖

銘
御
殿
場
市
議
会
議
長
）
は

10
月
21
日
、
全
国
都
市
会
館

で
第
１
回
理
事
会
を
開
催
。

①
建
設
促
進
②
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
機

能
向
上
と
最
適
利
用
の
推
進

③
安
全
対
策
の
推
進
④
料
金

制
度
―
の
４
項
目
を
柱
と
す

る
要
望
書
を
決
定
し
た
。

冒
頭
、
髙
橋
会
長
は
「
未

開
通
区
間
の
早
期
着
工
や
暫

定
二
車
線
区
間
の
４
車
線
化
、

老
朽
化
対
策
な
ど
の
課
題
を

踏
ま
え
、
今
後
と
も
積
極
的

な
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、
国
土
交

通
省
道
路
局
高
速
道
路
課
の

竹
林
秀
基
高
速
道
路
事
業
調

整
官
が
「
高
速
道
路
を
取
り

巻
く
最
近
の
情
勢
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、

政
府
の
取
り
組
み
な

ど
を
解
説
し
た
。

続
い
て
、
令
和
２

年
度
決
算
に
つ
い
て

金
田
琮
仁
監
事
（
京

丹
後
市
議
会
議
長
）

か
ら
監
査
結
果
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
了

承
。
令
和
４
年
2
月

10
日
開
催
の
第
48
回

定
期
総
会
に
提
出
す

る
と
し
た
。

協
議
で
は
、
高
速

道
路
建
設
・
整
備
促

進
等
に
関
す
る
要
望

書
を
原
案
の
通
り
決
定
（
本

会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）。地
元
選
出

の
国
会
議
員
ら
に
要
望
活
動

を
行
う
と
し
た
。

理
事
会
終
了
後
、
正
副
会

長・監
事
は
内
閣
府
、国
土
交

通
省
に
対
し
て
要
望
活
動
を

実
施
。
二
之
湯
智
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
防
災
）、
吉

岡
幹
夫
技
監
に
要
望
書
を
手

交
の
上
、
面
談
要
望
を
行
っ

た
。

二之湯防災担当大臣（左から５人目）に要望
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【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
31
万
０
１
４
９
人

（
令
和
３
年
１０
月
１
日
）

▽
面
積　
９２・７８
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
江
戸
時
代

に
北
部
は
犬
山
藩
、
南
部
は

尾
張
藩
に
属
し
て
い
た
地
。

近
世
に
入
り
治
水
事
業
で
新

田
開
発
が
進
ん
だ
。
戦
中
の

昭
和
18
年
6
月
、
４
町
村
が

合
併
し
て
市
が
誕
生
。
当
時

は
陸
軍
工
廠
を
擁
す
る
軍
需

都
市
だ
っ
た
が
、
終
戦
後
は

工
業
都
市
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
同
33
年
1
月
２
町
合
併
。

高
度
成
長
期
以
降
、
宅
地
開

発
で
人
口
増
が
進
み
、
中
部

圏
の
中
堅
都
市
に
発
展
し
た
。

は
自
ら
身
を
切
る
こ
の
改
革

姿
勢
の
発
信
に
努
め
て
い
る
。

平
成
13
年
4
月
特
例
市
移
行

（
現
在
は
施
行
時
特
例
市
）。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
外
枠

に
さ
く
ら
の
花
を
あ
し
ら

い
「
春
」
を
表
現
。
中
央
の

日
の
丸
で
、
太
陽
の
よ
う
に

燃
え
盛
り
永
久
に
発
展
す
る

「
日
」
を
、「
井
」
で
合
併
町

村
が
永
遠
に
手
を
結
び
合
う

協
和
を
表
し
た
。
市
の
木
は

け
や
き
、
花
は
さ
く
ら
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

３２
人
（
現

在・男
性
２８
人
、
女
性
４
人
）

▽
前
回
選
挙　
平
成
31
年
4

月
２１
日
。
立
候
補
３７
人
。
投

票
率
３５・０３
％
。　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
会

改
革
の
ひ
と
つ
と
し
て
平
成

１0
年
に
議
員
定
数
を
４０
人
か

ら
３６
人
に
減
ら
し
、
同
２０
年

に
も
再
び
４
人
削
減
に
踏
み

切
っ
た
。
現
在
の
定
数
32
人

は
、
人
口
が
同
規
模
の
ほ
か

の
自
治
体
と
比
べ
て
も
少
な

い
部
類
に
入
り
、
市
議
会
で

本
市
は
、
名
古
屋
市
北
東

部
に
隣
接
す
る
住
宅
都
市
で

す
。
日
本
三
大
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
一
つ
で
あ
る
高
蔵
寺

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
は
じ
め
、

良
好
な
住
環
境
が
構
築
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
都
市
公
園
数
を
誇

り
、
保
健
師
や
保
育
士
な
ど

が
出
産
後
の
女
性
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
妊
産
婦
ケ
ア
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
「
さ
ん
さ
ん
ル
ー

ム
」
の
実
施
、
全
国
に
先
駆

け
て
全
て
の
小
中
学
校
普
通

教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

の
両
面
か
ら
子
育
て
支
援
施

策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
暮
ら
し
や
す
さ
に
磨
き

を
か
け
て
い
ま
す
。

市　章

春
日
井
市

部
会
長
市
紹
介
紹
介

第11回第 11回

「日本の 100 選」落合公園
（写真提供＝春日井商工会議所青年部）

友松孝雄議長

高速協高速協


